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＜パートナーシップ＞

☐

☑

☐

☑

☐

☐

☐

☐

☑

三側面
（分野に☑）

営業用車両はまだ老朽化しておらず、不足していなかった
ため、ハイブリット車は購入しなかったが、現場で使用する
車両が不足したので、低燃費車両を現場用に購入した。ま
た、紙の使用量削減は両面印刷や年賀状を含むはがきで
の挨拶を廃止した事により、削減実績の目標は達成でき
た。

・営業用ハイブリット車0台導入
(2023年までに)
・2023年紙の使用量削減３％
(2020年度売上対比)
・2023年現場の廃棄物削減
(2020年度売上対比)

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・地域ボランティア活動
　2回/年
・八代市清掃活動
　0回参加/年

～環境に配慮した経営～
豊かな自然を守るため、環境に配慮した事業活動に取り組
みます。

・営業用ハイブリット車1台導入
(2023年までに)
・2023年紙の使用量削減(2020年
度売上対比)
・2023年現場の廃棄物削減
(2020年度売上対比)経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

・2023年度までに新規採用1名
・定年延長雇用継続1名/年

転職フェアへの参加やSNSを活用した求人活動等で採用
者を確保すると共に、定年延長雇用継続も実施し、目標達
成となった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・地域ボランティア活動
　2回/年
・八代市清掃活動
　1回参加/年

前期の指標に対する実績

～住み良い街づくり～
住み良い地域社会の実現のため、社会貢献活動に積極的
に参加します。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

地域の道路清掃及び、海岸清掃を実施したものの、市の清
掃活動には参加できず目標は未達成となった。

当社は事業活動を通じて、協力会社、社員、お客様、自治体、金融機関などすべてのステークホルダーと連携を
重視し持続可能な社会づくりに貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・2023年度までに新規採用9名
・定年延長雇用継続3名/年

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

～ダイバーシティー経営の実現～
女性、高齢者、障害者等多様な人材の雇用促進、継続に努
めます。

社会

経済

環境
～環境に配慮した経営～
豊かな自然を守るため、環境に配慮した事業活動に取り組
みます。

・2026年までに営業用ハイブリット車
 1台導入(現在1台)
・紙の使用量削減5％削減(2023年
比)

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に
該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組
み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
～ダイバーシティー経営の実現～
女性、高齢者、障害者等多様な人材の雇用促進、継続に努
めます。

・2026年度までに新規採用3名
(2023年までに9名採用)
・2026年度までに定年延長雇用継続
2名(2023年までに3名雇用継続)

社会

経済

環境
～住み良い街づくり～
住み良い地域社会の実現のため、社会貢献活動に積極的
に参加します。

・地域ボランティア活動
　2回参加/年 継続(2023年2回参
加)

事業者名 水谷建設株式会社

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

水谷建設株式会社は、「共助・共有・共福」の経営理念のもと SDGs の趣旨に賛同し、社員一人一人が共に助け
合い、共に情報を共有し迅速な対応で取引先、顧客への信頼を高め地域社会の発展と全社員が共に幸せにな
り、未来を継ぐ企業造りを目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


